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自然保護官意識調査結果概要 
 
１．調査概要 

「自然公園のあり方について（中間とりまとめ）」において指摘された各事項について、自 
然保護官の意見を聞いた。 
各質問に対して、最も重要であると考えている事項を 1つ以上選定した上で、その項目に関

する意見（各項目 400字程度）を具体的に記入してもらった。 
 
回答数   66人 

 
２．結果概要 
◇自然公園の役割と今後の方向性について 
１．自然公園の果たすべき役割を、グローバルな視点も踏まえて見直すことが必要であるとの指

摘を受けましたが、自然公園が果たすべき新たな役割として、あなたが特に重要だと考えて

いる観点とは何ですか？ 
また、その役割を自然公園が果たしていくために必要と思われる具体的取組みについての、

あなたの考えや意見をお書きください。 

■回答数 
項目 回答数 

渡り鳥の生息地・休息地の保護による生物多様性保全 26 39% 
CO２の吸収源としての森林の維持・保全による温暖化抑制 25 38% 
日本固有の風景の維持・保全による日本という国の世界へのアピール 25 38% 
健全なサンゴ礁生態の維持による生物多様性保全 13 20% 
地域性公園としての保護・管理システムの運用技術に関する途上国移転 8 12% 
海洋汚染防止のための行為規制の強化 7 11% 
自然環境情報の整備・提供及びデータ管理技術に関する途上国移転 6 9% 
里山等における循環型の管理システムと技術に関する途上国移転 6 9% 
その他 4 6% 
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２．今後は、社会経済的な潮流や需要にも適切に対応することにより、自然公園の有する機能を

十分に引き出していく必要があるとの指摘を受けましたが、以下に示す社会経済的動向のう

ち、あなたが自然公園の機能強化による対応が特に重要だと考えている観点とは何ですか？ 
また、その観点から自然公園の機能強化を図るために有効と思われる具体的取組みについて

の、あなたの考えや意見をお書きください。 
■回答数 

項目 回答数 
文化・教育面の評価 13 20% 
規制緩和 12 18% 
環境配慮への要求の高まり 12 18% 
里地・里山など二次的自然の価値見直し 12 18% 
地方分権 10 15% 
少子高齢化 9 14% 
情報通信網の充実 9 14% 
観光動向の変化・観光立国への貢献 9 14% 
アジア各国からの旅行者の増加 6 9% 
景気の低迷 4 6% 
世界遺産への期待感 4 6% 
行政のアウトソーシングの進行 4 6% 
その他 4 6% 
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３．国や地方自治体が自然公園の管理の充実・徹底を図るためには、自然公園が多様な役割を果

たしていること等について、国民の理解を深めることが重要となります。自然公園に対する

国民の理解を深めるためには、以下に示すような広報戦略が効果的であるとの指摘を受けま

したが、あなたがこれまでに実際に試みた、あるいは経験したことのある国民や関係者等へ

の広報や啓発等に関わる活動があれば、その公園・地区名を示した上で、広報・啓発の具体

的手段や方法、その効果及び反省点等について記入してください。 
■回答数 

項目 回答数 
自然公園を保護・保全することによって生じる公園外区域への恩恵に対する情報発
信 

8 12% 

他の公共事業のモデルとなるようなデザイン事例の導入による情報発信 4 6% 
環境配慮工法のノウハウや自然環境情報の提供による啓発 4 6% 
広報戦略において学ぶべき他部門、あるいは導入例 4 6% 
施設の整備や美化清掃等の事業を通じた自然公園への公共予算の投入による公園外
区域に及ぶ効果に関する情報発信 

2 3% 

規制的手法を用いずに自然公園内で風景と一体化する高付加価値のもの創りを促す
ような取組による啓発 

2 3% 

その他 6 9% 
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◇自然公園に係る計画・整備・管理手法について 
４．今後 30 年程度先を見据えて、自然公園の役割の多様化や機能強化に対応していくため、自

然公園に係る現行の計画・整備・管理の手法について、以下のような技術の導入が必要であ

るとの指摘を受けましたが、あなたが特に重要であり優先的に検討すべきだと考えている技

術手法は何ですか？ 
また、あなたはその計画・整備・管理手法に対して具体的にどのような手法開発や技術導入

を図るべきだと考えていますか？あなたの考えや意見をお書きください。 
さらに、あなたがこれまでに、これらの手法開発や技術導入に向けて実際に取り組んだ経験

があれば、その公園・地区名を示した上で、取組の経緯・具体的内容・効果・反省点等につ

いても記入してください。 
■回答数 

項目 回答数 
各自然公園の有する自然環境の特性や社会条件に応じた公園毎の類型化や、同一公
園内でも保全を重視すべき地域と利用を重視すべき地域を区分するなど、地域特性
に応じたメリハリのある公園計画の策定 

16 26% 

各自然公園にとって重要な動植物や生態系に配慮した保護規制の充実、動植物や生
態系保護に資する維持管理方針の明確化と実施体制の確保 

13 20% 

風景のよりよい見え方、見せ方に関する風景計画技術を適切に活用した、公園計画、
管理計画の策定及び地域毎のデザインポリシーや許可基準の設定 

11 17% 

自然環境や利用状況の変化に関するモニタリング調査の実施と、施設整備、維持管
理、自然再生事業等による影響確認及びそれらの結果を各種事業へフィードバック
する事業評価手法の確立 

11 17% 

施設整備やフィールドの維持管理における人力中心のきめ細かい作業、伝統的技術、
時間をかけた整備手法の確立 

9 14% 

景観形成を図る地区の設定と地区内での積極的な景観形成事業の展開を可能とする
計画及び整備手法の導入 

8 12% 

公園周辺の区域を含む広域エリアの生物多様性保全の拠点としての公園区域の活用
など、エコシステムアプローチの考え方を取り入れた保全管理手法の公園計画への
導入 

8 12% 

守るべき核心地域と利用する場所の明確な区分に応じた利用コントロールとインタ
ープリテーションによる管理手法の確立 

6 9% 

利用調整地区やマイカー規制などの利用コントロール手法と連携した利用施設の整
備手法の確立 

4 6% 

その他 2 3% 
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◇自然公園に係る人材・費用及び地域連携について 
５．自然公園内の整備や管理運営が適正にかつ持続的に行われていくためには、それを支えるた

めの基盤や体制として、以下に示すような人材育成、組織や仕組みの確保、費用や役割分担

に関する条件を整えていく必要があるとの指摘を受けましたが、あなたが特に重要であり優

先的に取り組むべきだと考えている課題は何ですか？ 
また、その課題に対して、あなたはどのような方向で対応すべきだとお考えですか？あなた

の考えや意見をお書きください。 
さらに、あなたがこれまでに、これらの課題解決に向けて実際に取り組んだ経験があれば、

その公園・地区名を示した上で、取組の経緯・具体的内容・効果・反省点等についても記入

してください。 
■回答数 

項目 回答数 
自然体験活動やインタープリテーション、伝統的な利用施設の整備技術、利用者指
導などを担う、地域の自然に精通し、専門的技量を備えた人材の計画的育成・確保 

22 33% 

自然公園における受益者の考え方を整理した上での、利用者に対する費用負担につ
いての方向性の明確化 

13 20% 

自然公園内での主要な事業計画の検討に際しての、地域住民や NPO等の多様な主体
との連携と幅広い意見を反映する仕組みの導入 

11 17% 

国立・国定・都道府県立自然公園における保全管理と施設整備に対する事業費につ
いての国・地方自治体の適切な役割分担 

9 14% 

自然公園内での施設整備に対する、地域の状況を把握している専門家を含む助言機
関の設置等による意見聴取・事業への意見反映のシステム構築 

7 11% 

地域単位の自発的取組による景観形成を支援し、適正な計画づくりや整備の実現を
促す手段や仕組みの確保 

7 11% 

自然体験プログラムの展開における官民の役割分担 6 9% 
自然公園内の民有地の維持管理についての方針策定や合意形成の仕組みの確保 4 6% 
NPO等が自主的に施設やフィールドを整備・管理し、公園の持続的活用を担ってい
くための公園管理者制度の充実 

4 6% 

農地など土地所有者の自然公園管理への参画を促すための誘導・支援方策の確保 3 5% 
その他 7 11% 
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